
は し が き

21 世紀になり、早くも 20年以上の歳月がすぎた。この 20年私たちの経済
社会は大きく転換したことは誰が見ても明らかである。特に少子高齢化の進展
は著しく、年金、医療、介護の制度維持が困難になり、給付と負担の関係をど
うするのかが最大の論点になっている。
また少子化の状況もきわめて深刻であり、合計特殊出生率は 1.37 人、世界
の中でも子どもが少ない国にわが国はなってしまっている。1990 年代から子
育てプラン等のサービス整備に国は力をいれているが、残念ながら功を奏し
ていない。政策を練り直し、財源確保、人材確保を早急にしなければ、ます
ますわが国の少子化は進展し、解決は手遅れになることが予想されている。
このような社会状況の中、2018（平成 30）年 6月に厚生労働省は指定保育
士養成施設の指定及び運営の基準等を一部改正した。この内容は、これまでの
保育土養成をさらに改め、一言でいえば、これまで以上に実践力、応用力を
持った保育土養成をめざすことを主眼としたのである。これを受け、本書『子
ども家庭福祉』を発刊した次第である。この制度改正により、子ども、家庭の
支援体制や仕組みを講じる内容を公刊することになった。
さて、本書では、最近の子ども、家庭の現状、実態を明らかにし、その中で
利用できる社会資源、サービス等をわかりやすく説明したつもりである。執筆
も子ども家庭福祉の熱い志を持つ研究者、実践家が担当し、初心者でも理解で
きるよう努力した。
ただ各章で重なるテーマがあるが、執筆者の思いもあり、お許しをいただき
たい。本書で学習することにより、少しでも学習者のお役に立てれば幸いであ
る。また本書が保育士養成だけでなく、社会福祉士養成、他の医療、保健の専
門職養成のテキストとして利用していただければ有難い。
最後に大学教育出版の佐藤社長・編集の社さんには何かとお世話になった。
紙面を借りて感謝したい。
2022年 4月 1日

松井　圭三・小倉　　毅
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